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〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

一般質問

　
　

財
政
基
盤
が
脆
弱
な
深
谷
市
が
一
民
間

企
業
の
た
め
に
、
多
額
な
税
金
を
投
入
す
る

こ
と
を
市
民
は
納
得
し
て
い
る
か
。
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
が
で
き
る
こ
と
は
大
歓
迎
だ
が
、
そ

の
代
償
と
し
て
従
来
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
の
賛
成
と

は
な
ら
な
い
。
市
の
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ

る
が
。

　
　

固
定
資
産
税
や
雇
用
に
よ
る
市
民
税
の

増
加
に
よ
り
、
20
年
間
で
投
資
し
た
金
額
は

回
収
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

再
三
再
四
の
質
問
と
な
る
が
、
公
共
ゾ

ー
ン
８
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
は
、
岡
部
の
道

の
駅
の
３
倍
以
上
の
広
さ
で
あ
る
。
具
体
的

に
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　

具
体
的
事
業
は
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。

何
を
す
る
か
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
　

そ
れ
で
は
、
拠
点
整
備
事
業
と
は
名
ば

か
り
で
、
現
実
は
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
誘
致
が
目

的
で
あ
り
、
国
県
の
許
認
可
を
取
得
す
る
た

め
、
具
体
的
構
想
も
な
い
公
共
ゾ
ー
ン
や
新

駅
、
さ
ら
に
民
間
ゾ
ー
ン
の
造
成
ま
で
税
金

で
賄
う
。
市
や
市
民
の
た
め
の
事
業
で
は
な

く
、
民
間
企
業
の
た
め
の
税
金
投
入
で
は
な

い
か
。
企
業
活
動
の
リ
ス
ク
は
民
間
が
負
う

べ
き
で
あ
り
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
な

ら
、
拠
点
構
想
は
本
末
転
倒
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
そ
の

必
要
性
が
市
民
に
伝
わ
る
の
か
。

　
　

市
主
導
の
開
発
で
、
大
型
ス
ー
パ
ー
の

進
出
を
抑
制
で
き
た
り
、
万
一
倒
産
し
た
場

合
に
市
は
有
効
な
土
地
利
用
が
可
能
と
な
る
。

　
　

そ
れ
は
企
業
と
の
契
約
で
可
能
で
は
。

　
　

税
金
投
入
で
、
企
業
の
初
期
投
資
を
抑

え
、
そ
の
後
の
安
定
的
運
営
が
期
待
で
き
る
。

問答問答問

答問答

Ｑ
Ａ

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
誘
致
に
40
億
円
も
の
税
金
投
入
は
必
要
か

市
主
導
に
よ
る
拠
点
整
備
事
業
の
た
め
で
あ
る田た

嶋じ
ま　
　

均ひ
と
し

　
　

団
員
充
足
率
１
０
０
％
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
し
て
い
る
の
か
。

　
　

消
防
団
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
加
入

促
進
に
つ
い
て
地
元
自
治
会
へ
の
協
力
依
頼

や
、
市
内
催
物
な
ど
に
参
加
し
て
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
消
防
本
部
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
公
共
機
関
へ
「
団
員
募
集
」
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
や
広
報
ふ
か
や
に
募
集
記
事
の

掲
載
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

団
員
の
67
％
が
会
社
な
ど
に
勤
務
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
緊
急
連
絡
等
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
際
、
団

員
へ
の
配
慮
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

災
害
招
集
は
、
サ
イ
レ
ン
吹す
い
め
い鳴
に
よ
り

行
い
、
建
物
火
災
に
限
り
担
当
区
域
の
団
員

全
員
に
「
災
害
メ
ー
ル
」
を
送
信
し
、
急
を

要
さ
な
い
招
集
は
通
知
文
や
分
団
長
か
ら
の

連
絡
等
で
周
知
し
て
い
る
。
団
員
の
勤
務
先

へ
向
け
て
は
、
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　
　

団
員
本
来
の
活
動
か
ら
は
外
れ
る
の
で

仕
方
な
い
が
、
男
性
消
防
団
員
の
普
通
救
命

資
格
保
持
者
は
少
な
い
と
聞
く
。
今
後
、
自

主
防
災
組
織
の
核
と
な
り
得
る
人
材
育
成
と

い
う
観
点
か
ら
考
え
て
も
、
消
防
団
員
の
資

格
取
得
率
向
上
は
重
要
と
考
え
る
。
団
員
教

育
の
現
状
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

消
防
団
員
の
普
通
救
命
講
習
の
受
講
者

は
１
０
３
名
（
３
割
弱
）。
地
域
防
災
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
指
導
的
な
役
割
が
消
防
団

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
救
命
手
法
な
ど
住
民

指
導
に
関
す
る
研
修
の
実
施
に
向
け
、
今
後

消
防
団
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問答問答問

答

Ｑ
Ａ

全
国
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
消
防
団
。
深
谷
市
の
現
状
は

条
例
定
数
３
９
４
人
に
対
し
て
３
８
８
人
で
あ
る中な

か

矢や　

寿ひ
さ

子こ

13

〈「
議
会
だ
よ
り
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す
・
・
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
、「
深
谷
市
議
会
」、「
市
議
会
だ
よ
り
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）」
の
順
に
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
創
刊
号
か
ら
今
号
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。〉

一般質問

　
　

延
長
さ
れ
る
財
政
計
画
は
、
扶
助
費
等

を
除
き
大
幅
に
縮
減
さ
れ
て
い
る
が
、
耐
震

化
計
画
及
び
施
設
適
正
配
置
や
イ
ン
フ
ラ
更

新
等
の
経
費
等
は
見
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

見
込
ん
で
い
な
い
。
歳
入
減
少
と
の
整

合
で
歳
出
を
見
込
ん
で
い
る
。

予
算
の
縮
減
と
影
響
を
問
う　

　
　

平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
規
模
は
前
年

度
に
比
較
し
て
50
億
円
に
も
達
す
る
減
額
と

思
え
る
。
物
件
費
や
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

さ
ら
に
普
通
建
設
事
業
費
等
を
急
激
に
減
少

さ
せ
れ
ば
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
市
民
負

担
が
増
え
る
な
ど
影
響
が
大
き
い
。

　
　

予
算
額
は
平
成
25
年
度
決
算
額
と
の
比

較
で
は
26
億
円
で
、
当
初
予
算
比
較
で
は
そ

う
な
る
。
普
通
建
設
事
業
で
の
影
響
は
大
き

い
。
繰
出
金
は
、
会
計
内
で
の
努
力
目
標
の

要
素
が
あ
る
。
不
足
が
生
じ
れ
ば
支
出
す
る
。

市
役
所
建
築
と
高
騰
す
る
建
築
費　

　
　

最
近
の
報
道
や
会
派
で
の
昨
年
６
月
以

降
全
国
14
市
の
建
築
費
及
び
、
県
内
外
で
の

状
況
調
査
に
よ
れ
ば
、
市
役
所
庁
舎
建
築
費

の
高
騰
に
よ
り
、
建
築
時
期
を
延
期
し
た
り
、

工
事
入
札
に
際
し
落
札
者
や
応
札
企
業
が
な

い
事
例
が
あ
る
。
特
に
今
年
３
月
以
降
４
市

が
建
築
ま
た
は
予
定
し
た
が
坪
当
た
り
平
均

単
価
は
１
５
５
万
円
と
急
騰
し
て
い
る
。
市

は
計
画
の
中
で
最
優
先
し
庁
舎
建
設
を
行
う

と
し
て
い
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
　

現
庁
舎
の
問
題
解
消
と
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
防
災
拠
点
と
し
て
建
築
す
る
。

今
後
の
経
済
状
況
に
注
視
し
経
費
の
縮
減
を

目
指
す
。
最
優
先
と
は
、
合
併
特
例
債
を
優

先
し
使
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問答問答問

答

Ｑ
Ａ

工
事
費
高
騰
下
の
市
役
所
建
築
を
問
う

状
況
を
注
視
し
経
費
節
減
を
目
指
す

田た

島じ
ま　

信の
ぶ
よ
し吉

　
　

厳
し
い
財
政
見
通
し
の
も
と
、
予
算
・

事
務
事
業
等
の
縮
減
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
従
来
の
予
算
編
成
手
法
で
は
削

減
し
き
れ
な
い
。
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　
　

事
業
を
構
成
す
る
個
別
の
経
費
の
性
質

に
着
目
し
、
裁
量
度
に
応
じ
た
縮
減
率
を
適

用
し
た
枠
配
分
額
を
「
施
策
単
位
」
で
設
定
。

行
政
評
価
・
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
た
予
算
編
成
に
取
り
組
む
。　

　
　

施
策
別
枠
配
分
方
式
へ
の
変
更
、
及
び

経
費
の
性
質
に
よ
る
縮
減
率
適
用
に
つ
い
て

の
挑
戦
に
つ
い
て
、
縮
減
予
算
及
び
削
減
枠

に
よ
り
影
響
を
受
け
る
事
業
の
説
明
、
ま
た
、

代
替
案
の
提
示
、
全
体
と
し
て
取
り
ま
と
め

の
協
議
体
制
は
ど
う
構
築
し
て
い
く
の
か
。

　
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
や
新
た
な
負
担

増
を
伴
う
事
業
の
見
直
し
に
着
手
す
る
場
合

に
は
、
代
替
案
も
含
め
幅
広
く
検
討
し
、
最

終
的
に
は
長
の
判
断
の
も
と
、
調
整
す
る
。　

　
　

市
政
に
お
い
て
は
、
最
上
位
計
画
で
あ

る
総
合
振
興
計
画
が
あ
る
。
総
合
計
画
・
財

政
・
行
政
改
革
・
予
算
編
成
は
一
体
的
に
進

行
管
理
さ
れ
る
の
が
理
想
で
あ
り
、
市
民
へ

の
説
明
責
任
も
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

厳
し
い
予
算
編
成
を
契
機
に
、
英
知
を
結
集

し
行
政
運
営
の
質
的
転
換
を
図
り
、
全
体
的

な
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
図
る
べ
き
。　
　
　

　
　

歳
出
削
減
下
に
お
い
て
も
施
策
の
推
進

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
計
画
と
予
算
の
連
携

を
強
め
た
「
施
策
別
枠
配
分
」
を
導
入
。
財

政
状
況
を
よ
り
一
層
意
識
し
た
計
画
の
進
行

管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
的
と
し
取
り
組

み
を
開
始
し
た
。
今
後
は
、
新
規
予
算
編
成

の
導
入
を
起
点
と
し
て
、
行
政
評
価
情
報
を

介
し
た
予
算
、
組
織
、
人
材
育
成
等
、
個
々

の
取
り
組
み
の
連
携
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

問答問答問

答

Ｑ
Ａ

厳
し
い
財
政
見
通
し
、
行
政
運
営
の
質
的
転
換
・
改
革
を

今
ま
で
の
枠
配
分
額
を
「
施
策
単
位
」
で
の
設
定
に
変
更
す
る

三み

田た

部べ　

恒つ
ね

明あ
き高い低い

義務的

政策的

施策への貢献度

政策的な事業だが、施策へ
の貢献度が低い（低くなっ
てきている）もの。事業実
施から経年しているものな
ど。

政策的な事業で、施策への
貢献度も高いもの。市のメ
イン事業の場合もあるが、
反面、市単独でコスト投入
は必要なものなど。

施策への貢献度は低い、あ
るいは、施策のなかで基礎
的な事業。また内部管理事
務など。

施策への貢献度も高く、法
令による義務付け、国県の
補助等があるもの。

A B

C D

施策内事務事業のポジションの確認


